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                                                                                              蜷参考：NISTEP REPORT No.90
http://www.nistep.go.jp/achiev/ftx/jpn/rep090j/pdf/rep090j.pdf
図表１　我が国の研究活動のベンチマーキング
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2   定量的観点からの我が国の研究活動 蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆
図表２　全論文シェア（左図）とTOP 10％論文シェア（右図）の推移
（注）軸については、アメリカのみは右軸
データ：Thomson Scientific 社“Science Citation Index，CD‐ROM版”に基づき科学技術政策研究所が集計
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データ：Thomson Scientific 社“Science Citation Index，CD‐ROM版”に基づき科学技術政策研究所が集計
図表４　各国の分野別論文産出量の変化
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データ：Thomson Scientific 社“Science Citation Index，CD‐ROM版”に基づき科学技術政策研究所が集計
図表７　各国における全論文シェア及びTOP 10％論文シェアの分野別構造
データ：Thomson Scientific 社“Science Citation Index，CD-ROM版”に基づき科学技術政策研究所が集計
科 学 技 術 動 向　2005年 8月号


















































データ：Thomson Scientific 社“Science Citation
  Index，CD‐ROM版”に基づき
 科学技術政策研究所にて作成
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4  おわりに　―定量的観点と定性的観点からの多面的な評価 蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆
集する必要である。本調査のよう
に、定量的分析と定性的分析の組
み合わせた多面的な評価を行なう
ことが非常に重要であると考えら
れる。
